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学校の教育活動を見直し、よりよいものへと改善を図っていくために学校評価を毎年行っております。

学校評価は、教職員による自己評価、生徒アンケート、保護者アンケートとともに、学校関係者として学

校運営協議会委員の皆様からご意見を頂くものです。今回は、全校生徒を対象に、オンラインで実施した

アンケート結果について報告します。（なお紙面の関係で、掲載を省略したものもあります。） 

【アンケート結果】 

（  そう思う   ややそう思う   あまりそう思わない   そう思わない） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昨年に引き続き「学校が楽しい」と感じている生徒が多いことは、喜ばしいことと捉えております。し

かし、「あまりそう思わない」「そう思わない」と答えた８％の生徒（昨年は７％）の存在は真摯に受け止

 東中学校だより 

 

令和５年２月 24日 第 1２号 

文責 校長 下 村  治 

学校教育目標 ○進んで学ぶ生徒 ○心豊かな生徒 ○身体をきたえる生徒 

学校評価（生徒対象：学校生活アンケート集計結果）について  

あなたは、学校生活を楽しい
と感じていますか。 

あなたは、目標をもって学校
生活を送ることができまし
たか。 

あなたは、先生の話や友達の
発表をしっかり聞き、自分の
考えを伝えることができま
したか。 

あなたは、家庭学習（塾を除
く）をしていますか。 

あなたは、学校のきまりを守
ることができましたか。 

あなたは、登下校中の交通安
全や安全な学校生活に心が
けていますか。 

あなたは、進んで挨拶をする
よう心がけていますか。 

あなたは、他人を思いやり、
相手の立場に立った行動を
していますか。 

あなたは、当番や委員会活動
など責任をもって取り組み
ましたか。 



め、すべての生徒が学校生活に満足感を持って取り組めるよう、学校としても努力してまいります。ま

た、きまりや安全を守ること、当番等をしっかり行うことは、まじめに、しっかり活動に取り組むという

東中の生徒のよさが昨年同様に表れています。しかし、これらの項目で、「そう思う」「ややそう思う」を

合わせた割合は昨年度とほとんど変わりませんが、「そう思う」と回答した生徒の割合が若干低くなって

いることに心配もあります。 

 一方、今まで課題であった、「目標を持って学校生活を送ることができたか」「先生の話や友達の発表を

しっかり聞き、自分の考えを伝えることができたか」については、それぞれ「そう思う」と答えた生徒の

割合が、わずかではありますが、前者が 1ポイント、後者が 3ポイント上昇しました。 

これからも学校教育目標にも掲げた「自尊感情を育み、夢や希望に挑戦する生徒の育成」の実現に向け

て学校教育を進めてまいります。ご協力をよろしくお願いします。 

 

 

 2月 11日に、小川町スポーツ協会スポーツ賞表彰式がリリ

ックおがわで開催されました。本校の生徒 6 人が優秀選手賞

に選ばれ表彰を受けました。おめでとうございます。 

 篠崎 陽輝（埼玉ジャイアンツ：野球全国大会出場） 

 利根川優羽（埼玉ジャイアンツ：野球全国大会出場） 

 川口 結矢（埼玉ジャイアンツ：野球全国大会出場） 

 松本 拓大（埼玉ジャイアンツ：野球全国大会出場） 

 田島 侑樹（陸上部：全国大会出場） 

 武田 大和（陸上部：全国大会出場） 

 

 

毎年中学校 3 年生を対象に実施されている全国学力・学習状況調査において、令和５年度は中学校英

語「話すこと」調査について、全ての中学校を対象として、文部科学省 CBT システム（MEXCBT）を

活用し、オンライン方式で実施することになっています。 

本校でもこの中学校英語「話すこと」調査が円滑に実施することが

できるか、事前検証を 2 月 21 日に、2 学年生徒全員を対象に実施

しました。 

検証当日は、生徒一人一人が、タブレット端末によって提示される

英語の問題に対し、制限時間の中で音声によって答えるものでした。

制限時間は問題ごとに数秒から 30 秒と短く、またやり直しもきか

ないものでした。初めての経験で戸惑いもあったと思いますが、その

条件の中でも生徒たちは一生懸命に対応していました。 

これからの時代は、ますます情報活用能力が求められていきます。また、試験の形も、従前の紙面で行

うものから変わりつつあります。このような時代に主体的に対応できるよう「個別最適な学びと協働的な

学び」を進めてまいります。 

 

 

 2 月１２日に行われた寄居町駅伝において、近隣強豪中学校や一般参加チー

ムが多数参加する中、東中陸上部が総合１位に輝きました。おめでとうござい

ました。 

 

小川町スポーツ協会スポーツ賞表彰式  

中学校英語「話すこと」調査のオンライン実施に向けた事前検証を実施しました。  

寄居町駅伝競走大会   


